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４
月
過
日
日
、
一
宮
市
の
愛
知

県
一
宮
勤
労
福
祉
会
館
に
て
第
泌

回
通
常
総
会
を
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク

（
一
宮
）
担
当
で
開
催
し
た
。

当
日
は
四
時
帥
分
受
付
開
始
、

１
時
よ
り
来
賓
に
村
上
・
県
板
理

事
長
、
細
野
・
尾
張
板
金
連
合
会

長
、
高
橋
。
青
年
部
担
当
役
員
を

迎
え
て
開
会
し
た
。

一
宮
支
部
の
平
松
正
充
君
の
司

＃
…
；
＃
霜
懲
．
．
‐
海
亀
弱
・
溌
瀧

１
も
〃
。
▲
か
も
・
主
軸
垂
Ｌ
‐
（
課

叫
ロ
齢
ロ
“
。

。
恥
。
Ｐ
”
Ｊ
貼
恥
国
詫
唖
鵠
。
ユ

（
東
三
）
、
蟹
江
力
也
君
（
知
多
）

が
、
「
建
築
技
術
の
部
」
最
優
秀

賞
の
宇
野
勝
義
君
（
岡
崎
）
が
村

上
・
県
板
理
事
長
よ
り
賞
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

第
妬
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大

会
愛
知
県
代
表
「
技
能
競
技
の
部
」

砂
塚
耕
二
君
、
北
河
秀
治
君
は
惜

し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
が
「
建
築

技
術
の
部
」
宇
野
勝
義
君
が
第
１

位
に
な
り
、
５
月
に
行
わ
れ
る
第

閲
回
全
国
建
築
板
金
業
者
北
海
道

（
函
館
）
大
会
の
場
で
国
土
交
通

大
臣
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

次
に
、
退
任
役
員
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
が
新
部
長
の
宇
野
君
よ
り

行
わ
れ
、
片
山
・
書
記
の
閉
会
の

辞
で
総
会
が
終
了
し
た
。

伊
あ
い
さ
つ
す
る

宇
野
新
青
年
部
長

し
あ
い
さ
つ
す
る
竹
野
会
長

考
え
、
今
こ
そ
活
性
化
に
向
け
て

全
組
合
員
が
力
を
出
し
合
っ
て
行

動
す
る
時
で
あ
る
」
と
結
ぶ
。

続
い
て
議
長
選
出
、
議
案
審
議

に
入
り
上
程
さ
れ
た
十
四
年
度
事

業
報
告
と
決
算
報
告
、
、
十
五
年
度

事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
、
役

員
改
選
な
ど
す
べ
て
承
認
さ
れ
議

事
終
了
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
畠
山
副
理
事
長
は

全
板
連
・
日
板
協
の
抱
え
る
会
館

建
設
負
担
金
や
会
費
値
上
げ
、
不

況
対
策
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
が
お

願
い
ば
か
り
で
説
得
力
に
欠
け
る
。

前
砂
専
務
か
ら
全
板
国
保
に
つ
い

て
、
国
の
政
策
で
三
割
負
担
に
な
っ

た
が
保
険
料
は
値
上
し
な
い
事
と

健
康
支
援
事
業
を
始
め
る
説
明
が

さ
れ
た
。
続
い
て
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
フ
ァ
イ
ン
ス
チ
ー
ル
の
説
明
と

懇
親
会
の
の
ち
閉
会
と
な
っ
た
。

⑧
驚
藤

総
会
終
了
後
、
部
屋

を
移
っ
て
銅
詣
聾
云
に
入
っ

た
。
新
部
長
の
挨
拶
の

後
、
高
橋
・
青
年
部
担

当
役
員
の
乾
杯
の
発
声

で
始
ま
り
、
各
所
で
談

笑
が
起
こ
る
中
、
壇
上

で
各
支
部
ご
と
の
紹
介

が
あ
り
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
午
後
４
時
帥
分

に
閉
会
し
た
。

（
総
会
出
席
者
総
勢
帥

名
）
県
板
青
年
部
宇
野

篭肉淋Ｉ鐸〈謹玩も

愛知県板金工業組合

発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話052-732-1226

会
で
、
上
田
・
会
計
監
査
の
開
会

の
辞
、
本
田
・
青
年
部
長
挨
拶
の

後
、
来
賓
を
代
表
し
て
村
上
。
県

板
理
事
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
議
長
に
北
河
君
、
書
記
に
中
島

巧

傍
懇
親
会
風
景
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中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会
は

第
妬
回
通
常
総
会
を
、
四
月
二
十

四
日
、
静
岡
県
板
の
設
定
に
よ
り

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
前
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館

で
開
催
し
た
。

こ
の
日
、
総
会
前
に
開
い
た
理

事
会
に
引
き
続
い
て
、
中
板
協
傘

下
の
静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・

福
井
・
石
川
・
富
山
の
七
県
板
よ

り
常
任
理
事
・
理
事
・
監
事
・
代

議
員
・
事
務
局
、
合
わ
せ
て
六
十

名
が
出
席
し
て
定
刻
午
後
一
時
三

十
分
に
開
会
し
た
。

愛
知
県
板
か
ら
理
事
長
始
め
十

二
名
が
出
席
。
ま
た
全
板
連
か
ら

畠
山
副
理
事
長
と
前
砂
専
務
、
臼

井
中
板
協
元
会
長
、
宇
野
中
板
協

前
会
長
が
来
賓
で
出
席
さ
れ
た
。

竹
野
会
長
（
石
川
県
板
理
事
匡
毎

は
会
長
挨
拶
の
中
で
「
全
板
会
館

建
設
資
金
、
会
費
値
上
、
板
金
新

聞
有
料
化
な
ど
値
上
げ
三
案
に
揺

れ
動
い
た
二
年
間
で
あ
っ
た
。
不

況
下
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
こ
の

こ
と
で
組
合
員
の
不
満
の
波
は
全

国
至
る
所
に
広
が
り
、
一
部
に
は

こ
れ
ま
で
の
円
や
か
な
人
間
関
係

に
修
復
し
が
た
い
ひ
び
が
入
っ
て

し
ま
っ
た
面
が
あ
る
。
し
か
し
組

合
を
守
り
育
て
る
た
め
に
真
剣
な

議
論
を
し
厳
し
い
事
柄
に
た
い
し

て
も
前
向
き
に
対
処
し
て
行
き
た

い
。
板
金
業
界
は
九
割
以
上
が
零

細
企
業
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
弱

い
立
場
の
一
人
一
人
が
束
に
な
っ

て
組
合
は
い
か
に
有
る
べ
き
か
を

君
（
共
に
東
三
支
部
）
を
選
出
し

て
、
議
案
審
議
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
は
事
業
報
告
、
第

二
号
議
案
は
会
計
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
は
発
足
当
時
の
部
会

則
で
は
不
都
合
が
生
じ
て
き
た
の

で
、
部
会
則
の
変
更
を
上
程
し
可

決
さ
れ
た
。
第
四
号
議
案
は
事
業

計
画
案
、
第
五
号
議
案
は
予
算
案

が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
、
第
一
号

か
ら
五
号
議
案
ま
で
す
べ
て
承
認

さ
れ
て
審
議
を
終
了
し
た
。

次
に
、
第
塑
回
県
板
青
年
部
技

能
競
技
大
会
（
第
妬
回
全
国
建
築

板
金
競
技
大
会
愛
知
県
予
選
）
入

賞
者
表
彰
に
移
り
、
「
技
能
競
技

の
部
」
最
優
秀
賞
の
砂
塚
耕
二
君

（
岡
崎
）
、
優
秀
賞
の
北
河
秀
治
君

霧

愛

紙

一
中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

一
第
踊
回
通
常
総
会
開
催
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耀
憲
竪
議
舞
酢

四
月
十
九
日
出
午
後
四
時
よ
り

千
種
区
の
厚
生
年
金
会
館
に
於
い

て
「
名
古
屋
板
金
連
合
会
・
平
成

十
五
年
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ

杷
名
が
出
席
し
た
。

斉
藤
一
裕
氏
の
司
会
に
よ
り
始

ま
り
、
恩
田
副
会
長
の
開
会
の
辞

に
続
き
鷲
見
連
合
会
長
が
挨
拶
さ

れ
た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。
議
長

に
松
井
紹
郎
氏
が
選
ば
れ
、
一
号

瀧
案
「
平
成
十
円
年
度
事
業
報
告
」

を
鈴
木
副
会
長
が
、
「
収
支
決
算

報
告
」
を
佐
藤
会
計
幹
事
が
説
明

し
了
承
さ
れ
た
。
二
号
議
案
と
し

て
、
今
年
は
役
員
改
選
の
年
に
あ

た
り
選
考
委
員
に
よ
る
審
議
の
結

果
、
鷲
見
現
会
長
の
留
任
が
決
議

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
他
の
役
員
に

つ
い
て
は
五
月
二
十
一
日
の
愛
知

県
板
総
代
会
の
後
に
審
議
と
い
う

こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

＆し
あ
い
さ
つ
す
る

鷲
見
連
合
会
長
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休
憩
後
、
最
近
テ
レ
ビ
で
も
お

馴
染
み
の
〃
三
河
の
エ
ジ
ソ
ン
〃

こ
と
加
藤
源
重
さ
ん
の
講
演
会
を

約
１
時
間
、
そ
の
後
は
会
場
を
移

し
、
懇
親
会
に
入
っ
た
。
懇
親
会

に
は
、
早
川
勝
豊
橋
市
長
、
山
本

明
彦
衆
議
院
議
員
、
本
田
勝
久
大

工
組
合
長
始
め
、
鷲
見
牧
名
古
屋

ブ
ロ
ッ
ク
長
、
西
俣
章
西
三
ブ
ロ
ッ

ク
長
、
蟹
江
重
光
前
知
多
ブ
ロ
ッ

ク
長
他
、
大
勢
出
席
頂
き
、
賑
や

か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

平
成
過
年
度
役
員

組
合
長
原
田
重
夫

副
組
合
長
宮
下
善
博

″
渡
辺
昌
義

″
今
泉
信
夫

会
計
松
隈
信
男

書
記
後
藤
浩
一

（
総
会
出
席
者
訂
名
）

東
三
松
浦

調鶴し
あ
い
さ
つ
す
る

原
田
新
組
合
長

；《

新
役
員
代
表
と
し
て
鷲
見
牧
会

長
が
挨
拶
を
さ
れ
、
二
年
後
の

「
帖
全
板
愛
知
大
会
」
に
向
け
て

の
協
力
と
大
会
の
〔
テ
ー
マ
〕
と

〔
ロ
ゴ
マ
ー
ク
〕
の
募
集
な
ど
の

抱
負
を
述
べ
た
。
続
い
て
三
号
議

案
の
「
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画

案
」
と
「
収
支
予
算
案
」
が
審
議
、

承
認
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
全
て
の

議
事
が
終
了
し
た
。
続
い
て
来
賓

と
し
て
村
上
県
仮
理
事
長
が
挨
拶

さ
れ
「
今
期
を
も
っ
て
理
事
長
の

職
を
辞
任
し
た
い
」
と
の
意
向
を

表
明
さ
れ
た
。

総
会
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
、

平
野
前
理
事
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

酒
宴
が
始
ま
り
一
時
間
半
程
の
親

睦
の
後
、
長
谷
川
信
俊
氏
の
一
本

締
め
で
終
宴
と
な
っ
た
。

熱
田
・
南
伊
藤

iＷ

傍
懇
親
会
風
景
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曹
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西
三
板
金
連
合
会
は
過
年
度
の

第
１
回
役
員
会
を
４
月
過
日
午
後

６
時
よ
り
岡
崎
の
「
お
ぎ
乃
」
に

て
開
催
し
た
。
当
連
合
会
の
三
役

を
は
じ
め
８
支
部
よ
り
支
部
長
・

副
支
部
長
・
会
計
・
技
能
士
会
役

員
・
青
年
部
長
等
の
総
勢
調
名
が

出
席
し
た
。

会
議
は
定
刻
通
り
始
ま
り
、
ま

ず
西
俣
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
今

回
は
新
役
員
の
初
顔
合
わ
せ
で
あ

る
の
で
出
席
者
全
員
が
自
己
紹
介

を
し
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。
①
連
合
会
新
役
員
名
簿
の
正
誤
確

認
②
各
種
資
格
講
習
会
の
案
内
と
申

込
み
方
法

③
工
事
単
価
調
査
グ
ラ
フ
の
Ｃ
Ｄ

の
頒
布

④
各
委
員
会
等
の
報
告

・
技
能
士
会

技
能
検
定
実
技
の
講
習
会
日
程

・
青
年
部

岡
崎
技
術
工
学
院
に
て
肥
年
度

も
成
人
訓
練
を
実
施
す
る
。
課

題
に
つ
い
て
は
未
定
。

・
厚
生
委
員
会

県
板
共
済
の
加
入
状
況
と
新
規

加
入
の
依
頼

・
広
報
委
員
会

「
愛
板
」
と
「
全
板
新
聞
」
を

平
成
巧
年
４
月
６
日
⑧
、
東
三

支
部
・
第
創
回
通
常
総
会
が
、
豊

橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開

催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
、
愛
知

県
板
金
工
業
組
合
青
島
直
幸
事
務

局
長
、
横
山
興
業
㈱
横
山
員
久
社

長
を
迎
え
、
午
前
９
時
よ
り
開
会

し
た
。冒
頭
、
吉
田
万
作
組
合
長
が
退

任
の
意
を
含
ん
だ
挨
拶
を
し
た
後
、

議
長
に
、
豊
橋
班
長
の
若
林
三
治

氏
が
選
出
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
っ

た
。
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で

あ
り
、
第
３
号
議
案
に
て
、
原
田

重
夫
氏
が
新
組
合
長
に
決
定
し
た
。

そ
の
後
は
、
予
定
時
間
を
多
少
オ
ー

バ
ー
し
た
も
の
の
、
第
７
号
議
案

ま
で
無
事
、
承
認
さ
れ
た
。

審
議
終
了
後
は
、
原
田
新
組
合

長
の
挨
拶
、
古
希
組
合
員
表
彰
に

続
き
、
来
賓
の
方
々
よ
り
挨
拶
を

頂
い
た
後
、
ｎ
時
妬
分
、
閉
会
し

た
。Ii蕊謹謹:：

し
総
会
風
景

繍

組
合
員
ま
で
早
く
配
布
す
る
様

依
頼
。

⑤
保
証
制
度
に
つ
い
て

保
証
書
申
請
数
の
現
況
報
告
と

役
員
全
員
が
申
請
す
る
よ
う
依

頼
。

⑥
県
板
総
代
会
の
日
程
・
内
容
等

の
説
明

⑦
全
板
函
館
大
会
の
参
加
申
込
者

名
簿
と
功
労
賞
受
章
者

⑧
妬
全
板
愛
知
大
会
の
テ
ー
マ
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集

⑨
焔
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

こ
れ
が
今
回
の
役
員
会
で
最
も

重
要
な
議
題
で
あ
り
、
ど
の
様

な
事
業
を
多
く
の
会
員
が
望
ん

で
い
る
か
知
る
為
に
、
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
鋤
分
程

話
し
合
っ
た
。
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
基
に

後
日
の
三
役
会
議
で
過
年
度
の

事
業
を
決
定
す
る
事
と
な
っ
た
。

以
上
で
会
議
を
終
了
し
、
７
時

如
分
よ
り
別
室
に
て
懇
親
会
を

設
け
、
役
員
同
士
が
色
々
な
情

報
を
交
換
し
合
っ
た
。

高
橋

■■■■■■■

令
愈
ｊ
罫
将
掲
●
１

ｑ
遥
加
。
ｒ
ｂ
誼

か
、
ｗ
、
降

・
・
許
．
》
稗
壷
》
》
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議
識

間
香
港
に
停
泊
し
た
の
で
あ
る
。

香
港
と
し
て
は
非
常
に
寒
く
、
地

元
の
人
は
震
え
あ
が
っ
て
い
た
。

帰
国
し
て
別
府
で
の
話
を
聞
い
て
、

香
港
で
の
寒
さ
を
納
得
し
た
。

弱
年
も
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
別
府
大
会
に
参
加
し
た

人
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ

ろ
う
。

高
橋

陸
あ
い
さ
つ
す
る
赤
池
支
部
長

平
成
巧
年
３
月
鯛
日
出
豊
田
産

業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
平
成

略
年
度
第
灯
回
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。副
支
部
長
の
福
田
益
雄
氏
が
司

会
を
担
当
。
会
員
〃
名
中
狐
名
が

出
席
、
９
名
が
委
任
状
出
席
で
あ
っ

た
。
支
部
長
赤
池
高
義
氏
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
紹
介
に
移
り
愛
知
県

板
村
上
理
事
長
。
愛
知
県
板
青
島

事
務
局
長
・
西
三
板
金
連
合
会
西

俣
会
長
．
同
じ
く
久
世
副
会
長
・

横
山
興
業
㈱
横
山
社
長
・
豊
田
職

業
訓
練
協
会
長
谷
川
会
長
・
愛
知

県
中
小
企
業
共
済
柴
田
様
の
７
氏

が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
縦
山
泰
弘
氏
が
議
長
に

選
出
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。
事
業

報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報

告
の
後
役
員
改
選
が
あ
り
赤
池
支

し
済
州
Ｋ
Ａ
Ｌ
ホ
テ
ル
前
で

記
念
撮
影

私
の
所
属
し
て
い
る
碧
南
支
部

は
、
昭
和
娼
年
に
別
府
市
で
開
か

れ
た
第
加
回
の
全
板
大
会
に
初
め

て
支
部
の
事
業
と
し
て
参
加
し
て

以
来
、
加
年
間
位
、
毎
回
別
人
程

が
参
加
し
て
い
た
。
そ
れ
以
後
は

隔
年
で
の
支
部
行
事
と
な
り
、
現

在
ま
で
続
い
て
い
る
。

碧
南
支
部
の
組
合
員
で
、
全
板

大
会
に
参
加
し
て
い
な
い
人
は
一

人
も
い
な
い
。
だ
か
ら
支
部
の
会

合
で
、
特
に
酒
席
な
ど
で
は
、
よ

く
全
板
大
会
で
の
出
来
事
が
話
題

に
の
ぼ
る
。

私
も
全
板
大
会
に
躯
回
参
加
し

た
。
最
初
に
参
加
し
た
の
は
第
幻

回
の
伊
東
市
で
の
大
会
で
あ
る
。

当
時
私
は
学
生
で
、
夜
間
は
訓
練

所
に
通
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
私
が

参
加
し
た
訳
は
…
…
そ
の
当
時
、

碧
南
支
部
は
現
在
の
様
な
皇
孜
コ
ー

ス
で
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
支

部
独
自
の
コ
ー
ス
で
参
加
し
、
大

会
当
日
の
宿
を
県
板
と
同
じ
に
し
、

総
会
終
了
後
、
会
場
を
一
階
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
喋
喋
」
に
移
し
て

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
じ
組

合
の
中
で
も
普
段
話
す
機
会
の
な

い
人
と
い
ろ
い
ろ
な
話
題
で
会
話

が
で
き
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
。

午
後
８
時
釦
分
万
歳
三
唱
に
て
お

開
き
と
な
っ
た
。
豊
田
松
井

：
Ⅱ
舞
握
郷

津
島
支
部
は
四
月
七
～
九
日
、

二
泊
三
日
で
韓
国
の
済
州
島
へ
組

合
員
十
名
が
参
加
し
支
部
旅
行
を

お
こ
な
っ
た
。

午
前
十
時
、
名
古
屋
空
港
を
発

ち
、
正
午
す
ぎ
に
済
州
国
際
空
港

に
到
着
。
現
地
は
あ
い
に
く
の
雨

地
元
ガ
イ
ド
と
合
流
し
貸
切
り
（

部
長
が
再
選
さ
れ
た
。
ま
た
、
役

員
定
数
の
変
更
が
上
程
さ
れ
、
副

支
部
長
を
２
名
か
ら
３
名
に
、
会

計
を
１
名
か
ら
２
名
に
、
西
三
板

金
連
合
会
を
１
名
か
ら
数
名
に
増

員
す
る
こ
と
が
可
決
承
認
さ
れ
た
。

副
支
部
長
に
は
福
田
益
雄
氏
・
松

井
祐
治
氏
が
再
選
さ
れ
、
新
た
に

伊
藤
勇
氏
が
選
任
さ
れ
、
会
計
に

は
松
井
繁
氏
が
再
選
、
奥
田
憩
氏

が
選
任
さ
れ
た
。

平
成
妬
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
が
承
認
可
決
さ
れ
議
事
は
終

了
。
そ
の
後
青
年
部
・
技
能
委
員

会
・
職
業
訓
練
校
講
師
・
県
板
常

務
理
事
・
新
班
長
さ
ん
の
紹
介
等

各
種
報
告
が
あ
り
来
賓
挨
拶
と
続

し
総
会
風
景

'

鍵
脅

凋令

車
が
全
面
運
休
と
な
り
、
宿
で
一

日
中
足
止
め
を
く
っ
た
。
次
の
日
、

瀬
戸
内
海
フ
ェ
リ
ー
な
ら
運
航
し

て
い
る
と
い
う
事
で
、
電
車
を
あ

き
ら
め
、
神
戸
ま
で
船
旅
と
な
っ

た
。
そ
の
頃
私
は
香
港
に
い
た
。
大

学
の
春
休
み
を
利
用
し
て
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
の
旅
行
の
途
中

で
、
乗
っ
て
い
た
貨
客
船
が
２
日

宴
会
は
県
板
に
合
流
し
て
い
た
。

そ
し
て
私
の
父
が
支
部
の
会
計
を

し
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
支
払
い
を

す
る
為
に
、
父
の
カ
バ
ン
持
ち
と

し
て
連
れ
て
い
か
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
大
会
の
記
憶
は
、
往
復

共
東
海
道
線
の
電
車
に
乗
っ
た
事

位
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
私
が
参
加
し
て

い
な
か
っ
た
前
年
の
別
府
大
会
の

出
来
事
が
今
も
「
耳
」
に
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
何
度
と
な
く
父
や

諸
先
輩
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
又
、
そ
の
時
期
は
、

私
に
と
っ
て
忘
れ
難
き
思
い
出
と

重
な
り
合
う
か
ら
で
も
あ
る
。

別
府
大
会
の
宴
会
は
「
杉
乃
井
」

で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
の
組
合
員

（
千
人
以
上
と
思
わ
れ
る
）
が
一

同
に
会
し
て
行
わ
れ
た
そ
う
で
あ

る
。
そ
ん
な
大
き
な
宴
会
は
そ
れ

以
降
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
翌
日
、
九
州
地
方
は
大
雪

に
み
ま
わ
れ
、
予
定
し
て
い
た
電

い
た
。
は
じ
め
に
板
県
村
上
理
事

長
次
に
西
三
板
金
連
合
会
の
久
世

副
会
長
、
最
後
に
横
山
興
業
㈱
横

山
社
長
が
挨
拶
を
さ
れ
た
。
続
い

て
県
板
青
島
事
務
局
長
の
県
板
報

告
が
あ
り
、
県
板
賦
課
金
値
上
げ

の
件
、
全
板
会
館
建
設
費
の
件
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。

愛

ス
で
島
内
観
光
へ
出
発
。
道
中
ガ

イ
ド
か
ら
島
の
説
明
を
聞
く
。
面

積
一
八
四
五
Ｍ
、
東
西
七
三
肺
南

北
四
一
ｍ
に
お
よ
ぶ
韓
国
最
大
の

島
で
一
二
○
～
七
○
万
年
前
の
溶

岩
噴
出
に
よ
っ
て
海
上
の
陸
が
盛

り
上
が
り
形
成
さ
れ
、
ま
た
標
高

一
九
五
○
ｍ
の
漢
筆
山
は
韓
国
で

一
番
高
い
山
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
山
も
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た

山
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
こ
ろ

が
っ
て
い
る
。

大
惰
ラ
ン
ド
に
到
着
す
る
と
、

昼
食
の
キ
ジ
シ
ャ
プ
鍋
を
食
す
。

ま
た
キ
ム
チ
が
数
種
類
テ
ー
ブ
ル

に
あ
る
。
本
場
だ
け
あ
っ
て
さ
す

が
に
う
ま
い
。
な
く
な
れ
ば
す
ぐ

店
員
が
キ
ム
チ
を
足
し
に
来
る
。

ま
た
、
韓
国
本
土
か
ら
テ
レ
ビ
局

が
キ
ジ
シ
ャ
ブ
の
取
材
に
来
て
お

４
頁
へ
つ
づ
く



ガ
イ
ド
と
合
流
し
観
光
に
出
発
。

島
を
南
下
し
、
山
房
窟
寺
に
到
着
。

山
一
房
山
を
十
五
分
程
登
る
と
、
洞

窟
に
仏
像
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、

天
井
か
ら
垂
れ
た
湧
き
水
を
三
杯

飲
む
と
十
年
長
生
き
で
き
る
と
い

う
。
韓
国
本
土
か
ら
の
年
配
の
観

光
客
が
ほ
と
ん
ど
で
我
々
も
息
を

切
ら
し
な
が
ら
登
っ
た
。

次
に
、
天
帝
淵
滝
を
訪
れ
る
。

三
段
の
滝
と
渓
流
が
あ
り
、
ア
ー

チ
状
の
大
き
な
仙
臨
橋
の
鉄
橋
部

分
に
は
七
人
の
天
女
が
彫
刻
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
五
福
川
の
噴
水
に

は
五
種
類
の
動
物
の
彫
刻
像
が
あ

り
、
各
々
の
正
面
か
ら
中
央
に
小

銭
を
投
げ
、
う
ま
く
入
る
と
各
々

五
つ
の
福
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。

龍
は
権
力
、
鯉
は
子
供
の
健
康
、

豚
は
金
連
、
亀
は
長
寿
、
お
し
ど

り
は
夫
婦
円
満
だ
っ
た
と
思
う
。

残
念
な
が
ら
工
事
中
の
た
め
滝
の

ふ
も
と
ま
で
お
り
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
に
テ
デ
ィ
ベ
ア
博
物
館
を
見

学
。
た
く
さ
ん
の
熊
の
ぬ
い
ぐ
る

み
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

遅
め
の
昼
食
は
、
石
焼
ビ
ビ
ン

バ
。
も
ち
ろ
ん
キ
ム
チ
も
つ
い
て

い
る
。
食
後
、
ゴ
ル
フ
組
と
合
流
。

風
が
強
く
苦
労
し
た
ら
し
い
。
ホ

テ
ル
に
も
ど
り
夕
食
ま
で
休
憩
。

夕
食
は
、
龍
頭
岩
で
海
鮮
鍋
を
食

べ
る
。
海
岸
沿
の
波
に
け
ず
ら
れ

た
岩
が
龍
に
見
え
る
こ
と
か
ら
龍

頭
岩
と
い
う
。
韓
国
本
土
か
ら
大

勢
の
修
学
旅
行
ら
し
き
学
生
が
観

光
バ
ス
数
十
台
で
訪
れ
て
い
て
行

板第３８２号 平成１５年５月１５日（４）愛

四
月
二
十
五
日
園
小
雨

三
八
二
号
編
集
委
員
会

広
報
委
員
８
名
出
席

午
後
五
時
五
分
終
了

３
頁
よ
り
つ
づ
き

り
、
我
々
も
料
理
の
感
想
に
つ
い

て
取
材
を
う
け
た
。
た
ぶ
ん
何
日

後
に
は
韓
国
の
テ
レ
ビ
に
映
っ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
こ
こ
で
は
ク
レ
ー
射

撃
や
ラ
イ
フ
ル
、
ピ
ス
ト
ル
が
体

験
で
き
、
我
々
は
手
頃
な
ピ
ス
ト

ル
を
選
択
、
中
に
は
付
添
い
の
係

員
に
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
、
い
ろ

い
ろ
な
銃
を
体
験
し
、
後
の
支
払

い
で
大
金
を
払
う
事
に
な
っ
て
し

ま
い
手
痛
い
出
費
を
後
悔
し
な
が

ら
大
惰
ラ
ン
ド
を
後
に
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
島
南
部
に

あ
る
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
内
の
免
税
店

に
到
着
。
広
い
店
内
に
は
、
我
々

の
み
で
貸
切
り
状
態
。
ま
だ
初
日

な
の
で
買
い
物
を
す
る
人
は
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル

を
出
て
今
度
は
北
上
し
、
宿
泊
予

定
の
済
州
Ｋ
Ａ
Ｌ
ホ
テ
ル
に
到
雲
弓

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
、
部
屋
で

侵
山
房
山
洞
内

湧
き
水
を
三
杯
い
た
だ
い
て

４
月
各
支
部
の
動
き

一
宮
支
部

肥
日
定
例
会
泌
名

・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
参
加
に
つ
い
て

津
島
支
部
５
日
定
例
会
岨
名

７
日
～
９
日
総
会
旅
行
加
名

（
済
州
島
）

岡
崎
支
部

Ⅳ
日
役
員
会
迦
名

・
各
委
員
会
の
報
告

・
中
小
企
業
共
済
か
ら
の
説

明
、
他

豊
田
支
部

廻
日
役
員
・
班
長
会
別
名

西
尾
支
部

肥
日
役
員
会
阻
名

・
研
修
旅
行
に
つ
い
て

・
共
同
購
入
に
つ
い
て
、
他

知
立
支
部

晦
日
定
例
会

・
各
行
事
報
告

知
多
支
部

皿
日
理
事
会
辿
名

・
妬
年
度
事
業
計
画

・
新
役
員
の
役
割
に
つ
い
て

東
三
支
部

６
日
通
常
総
会
師
名

ｎ
日
定
例
会
釦
名

鴫
日
青
年
部
定
例
会
肥
名

妬
日
三
役
会
６
名

県
板
青
年
部

過
日
通
常
総
会
帥
名

西
三
板
金
連
合
会
青
年
部

５
日
役
員
・
幹
事
会
旭
名

・
新
役
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
成
人
訓
練
課
題
に
つ
い
て

卦
．
‐
Ｐ し

ば
し
休
憩
。
一
時
間
程
休
憩
の

後
、
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
、
夕
食
の

焼
肉
店
に
バ
ス
で
移
動
。
こ
こ
で

十
四
年
度
の
支
部
総
会
、
会
計
報

告
を
し
て
、
乾
杯
で
宴
会
が
始
ま

る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
食
卓
に
は

数
種
類
の
キ
ム
チ
が
並
ん
で
い
る
。

焼
肉
を
焼
く
の
も
店
員
が
次
か
ら

次
へ
と
せ
わ
し
な
く
焼
い
て
皿
に

取
っ
て
く
れ
、
落
ち
着
い
て
食
事

が
で
き
な
い
。
こ
れ
も
国
の
違
い

な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
も
っ

と
注
文
を
し
ろ
と
い
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
一
時
間
程
で
食

事
を
終
え
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
り
無

事
初
日
を
終
え
た
。

旅
行
二
日
目
は
、
観
光
組
と
ゴ

ル
フ
組
に
わ
か
れ
、
ゴ
ル
フ
組
は

朝
七
時
に
朝
食
（
バ
イ
キ
ン
グ
）

を
と
り
、
八
時
か
ら
ゴ
ル
フ
ス
タ
ー

ト
と
な
る
。
我
々
観
光
組
は
、
ゆ
っ

く
り
朝
食
を
と
り
、
九
時
に
ロ
ビ
ー

集
合
。
ゴ
ル
フ
の
送
迎
を
終
え
た

し
天
帝
淵
滝
の
五
福
川
に

小
銭
を
投
げ
る
組
合
員

雨
閏
匿
臣

列
が
続
い
た
。

夕
食
後
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
希
望

す
る
方
々
を
途
中
で
降
ろ
し
、
残

り
は
ホ
テ
ル
に
帰
る
。

三
日
目
は
、
ホ
テ
ル
で
朝
食
後

ト
ヶ
ビ
道
路
（
お
ば
け
道
路
）
を

体
験
す
る
。
ど
う
見
て
も
登
り
坂

な
の
だ
が
、
実
際
は
下
っ
て
い
る

の
だ
。
こ
こ
に
来
た
車
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
て
、
確
認
を
す
る
車

が
列
を
な
し
て
い
る
。
実
際
車
か

ら
降
り
て
も
勘
違
い
し
て
し
ま
う
。

道
沿
い
の
売
店
に
は
水
平
器
が
用

意
し
て
あ
り
、
道
路
に
お
い
て
勾

配
を
確
認
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
二
軒
ほ
ど
土
産
物
屋

に
寄
り
皆
、
大
量
に
購
入
し
た
後
、

空
港
に
向
か
う
。
午
後
三
時
済
州

国
際
空
港
を
発
ち
、
約
一
時
間
半

で
名
古
屋
空
港
に
到
着
。
二
泊
三

日
の
支
部
旅
行
を
無
事
終
え
た
。

津
島
猪
飼

数
年
前
か
ら
ア
ジ
ア
の
国
々
か

ら
の
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
様

だ
。
特
に
九
州
方
面
に
は
韓
国
と

台
湾
か
ら
の
団
体
客
が
多
い
。

先
月
「
別
府
温
泉
と
湯
布
院
」

の
パ
ッ
ク
ッ
ア
ー
に
参
加
し
て
、

つ
く
づ
く
実
感
し
た
。
ど
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
も
そ
れ
ら
し
い
団
体

が
い
た
。

今
回
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
は
別
府

一
巾
内
で
は
な
く
、
隣
の
温
泉
で
あ
っ

た
。
夜
の
宴
会
に
コ
ン
パ
ー
ー
オ
ン

を
た
の
ん
だ
ら
、
別
府
か
ら
来
た

と
言
う
。
別
府
と
い
え
ば
前
述
の

「
杉
乃
井
」
を
思
い
出
し
、
彼
女

に
聞
い
て
み
た
。
別
府
で
は
最
大

級
の
ホ
テ
ル
で
、
現
在
は
外
国
か

ら
の
団
体
客
が
多
い
そ
う
だ
。

今
月
に
入
っ
て
新
型
肺
炎
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
九
州
で
は
外

国
か
ら
の
観
光
客
が
激
減
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
際

化
が
進
み
、
外
国
で
起
き
た
事
で

も
影
響
を
受
け
る
様
に
な
っ
て
き

た
。
北
朝
鮮
で
有
事
が
あ
れ
ば
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
心
配
だ
。

妬
年
５
月
は
平
安
で
あ
っ
て
ほ
し

い
Ｏ

高
橋

名
古
屋
板
金
連
合
会

姐
日
通
常
総
会
蛤
名

中
支
部皿
日
定
例
会
６
名

加
・
即
日
親
睦
旅
行
９
名

（
下
呂
・
高
山
）

昭
和
支
部
９
日
常
会
Ｈ
名

・
平
成
過
年
度
各
講
習
会

熱
田
南
支
部

Ⅳ
日
定
例
会
７
名

。
ｕ
年
度
会
計
報
告


